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は
じ
め
に

昨
年
二
〇
一
五
年
七
月
、
高
畠
勲
監
督
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
「
セ
ロ

弾
き
の
ゴ
ー
シ
ュ
」（
ウ
ォ
ル
ト
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
）

が
、
最
新
Η
Ｄ
マ
ス
タ
ー
に
よ
る
ブ
ル
ー
レ
イ
デ
ィ
ス
ク
で
発
売
さ
れ

た
。（

１
）

そ
の
原
作
者
は
宮
沢
賢
治
で
あ
る
。「
セ
ロ
弾
き
の
ゴ
ー
シ
ュ
」

の
人
気
は
現
在
で
も
高
く
、
童
話
（
電
子
書
籍
を
含
む
）、
絵
本
の
出

版
は
も
ち
ろ
ん
、
紙
芝
居
・
漫
画
・
朗
読
・
Ｃ
Ｄ
の
販
売
、
演
劇
の
上

演
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
で
扱
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
流
れ

を
受
け
、
本
稿
で
は
、
児
童
文
化
財
の
中
で
も
児
童
演
劇
に
焦
点
を
当

て
、
賢
治
童
話
「
セ
ロ
弾
き
の
ゴ
ー
シ
ュ
」
の
受
容
の
一
端
を
明
ら
か

に
し
た
い
。
児
童
演
劇
の
場
合
に
は
、
主
と
し
て
プ
ロ
劇
団
の
公
演
を

子
ど
も
が
鑑
賞
す
る
活
動
と
、
小
学
校
の
学
芸
会
、
中
高
生
の
演
劇
部

の
公
演
な
ど
子
ど
も
自
身
が
表
現
す
る
活
動
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
子

ど
も
が
演
じ
る
児
童
劇
の
脚
本
を
取
り
上
げ
る
。具
体
的
方
法
と
し
て
、

八
つ
の
児
童
劇
の
脚
本
を
取
り
上
げ
、
テ
ー
マ
・
人
物
設
定
・
場
面
設

定
・
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
を
中
心
に
分
析
し
、「
セ
ロ
弾
き
の
ゴ
ー
シ
ュ
」

と
い
う
童
話
が
、
ど
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
脚
色
さ
れ
て
い
る
の
か
に
つ

い
て
論
じ
て
い
く
。

な
お
、「
セ
ロ
弾
き
の
ゴ
ー
シ
ュ
」に
関
す
る
先
行
研
究
に
つ
い
て
は
、

現
在
に
至
る
ま
で
多
数
存
在
す
る
が
、
調
査
し
た
限
り
、
児
童
劇
の
脚

本
の
分
析
は
見
当
た
ら
ず
、
作
品
論
・
作
品
解
説
を
除
く
と
、
ご
く
限

ら
れ
て
い
る
。
一
例
を
挙
げ
る
と
、保
育
実
践
で
は
、亀
田
十
朱
代「『
セ

ロ
弾
き
の
ゴ
ー
シ
ュ
』
に
と
り
く
ん
で
」（『
季
刊
保
育
問
題
研
究
』

一
八
八
号　

二
〇
〇
一
・
四
）、
作
品
の
読
み
方
で
は
、
杉
浦
直
也
「
主

体
的
に
物
語
を
読
む
学
習
活
動
を
め
ざ
し
て
―
『
セ
ロ
弾
き
の
ゴ
ー

シ
ュ
』
を
と
も
に
読
む
―
」（『
語
文
と
教
育
』
第
一
五
号　

二
〇
〇
一
・
八
）、
劇
評
で
は
、
小
林
由
利
子
「
わ
ら
び
座
『
セ
ロ
弾
き

　
　

宮
沢
賢
治
「
セ
ロ
弾
き
の
ゴ
ー
シ
ュ
」
の
受
容

　
　
　
　

―
児
童
劇
の
脚
本
の
検
討
―

服　

部　

裕　

子
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の
ゴ
ー
シ
ュ
』（『
児
童
・
青
少
年
演
劇
ジ
ャ
ー
ナ
ル　

げ
き
』
一
〇　

二
〇
一
二
・
一
）
な
ど
が
あ
る
。
先
行
す
る
作
品
論
に
つ
い
て
は
、
改

め
て
次
節
で
取
り
上
げ
る
。

　
　

第
一
節　

原
作
「
セ
ロ
弾
き
の
ゴ
ー
シ
ュ
」

こ
の
作
品
は
、
動
物
た
ち
と
の
音
楽
的
な
交
流
を
通
し
て
ゴ
ー
シ
ュ

の
セ
ロ
が
上
達
し
た
話
で
あ
る
。子
ど
も
に
と
っ
て
の
最
大
の
魅
力
は
、

セ
ロ
の
上
達
に
関
わ
っ
た
者
が
人
間
で
は
な
く
ゴ
ー
シ
ュ
の
間
近
に
住

む
動
物
た
ち
で
あ
り
、
一
連
の
出
来
事
が
す
べ
て
真
夜
中
か
ら
夜
明
け

近
く
に
起
こ
る
点
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
あ
り
ふ
れ
た
努
力
の
末
の

成
功
物
語
に
は
な
ら
ず
、
作
品
の
も
つ
不
可
思
議
な
世
界
に
子
ど
も
も

魅
了
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

登
場
す
る
動
物
た
ち
も
、
み
な
個
性
的
で
あ
る
。
ゴ
ー
シ
ュ
を
怒
ら

せ
、
結
果
と
し
て
ゴ
ー
シ
ュ
に
音
楽
へ
の
感
情
の
表
出
を
導
い
た
三
毛

猫
。
正
し
い
音
程
を
徹
底
的
に
教
え
た
「
く
ゎ
く
こ
う
」（
以
下
か
っ
こ
う

と
表
記
）。
リ
ズ
ム
の
遅
れ
の
原
因
を
指
摘
し
た
狸
の
子
。
音
楽
に
癒
や

す
効
果
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
た
野
ね
ず
み
母
子
。
こ
う
し
た
動
物
た

ち
と
の
交
流
か
ら
、
ゴ
ー
シ
ュ
は
無
自
覚
に
音
楽
の
本
質
を
つ
か
み
、

音
楽
的
な
技
術
と
内
面
の
両
方
を
磨
き
、
結
果
的
に
楽
長
に
指
摘
さ
れ

た
欠
点
を
克
服
す
る
。
そ
し
て
音
楽
会
で
は
、
孔
の
あ
い
た
セ
ロ
で
、

と
け
た
靴
紐
を
引
き
ず
っ
て
歩
く
よ
う
な
演
奏
で
は
な
く
、
見
事
に
聴

衆
を
感
動
さ
せ
る
演
奏
を
披
露
し
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
童
話
「
セ
ロ
弾
き
の
ゴ
ー
シ
ュ
」
は
、
楽
団
の
落
ち
こ

ぼ
れ
の
セ
ロ
弾
き
ゴ
ー
シ
ュ
の
単
な
る
成
長
物
語
、
成
功
物
語
と
読
め

る
の
だ
ろ
う
か
。

先
行
研
究
を
見
る
と
、
中
地
雅
之
が
「
セ
ロ
弾
き
の
ゴ
ー
シ
ュ
」
に
つ

い
て
は
「
賢
治
研
究
一
般
に
見
ら
れ
る
成
立
過
程
・
伝
記
的
背
景
・
表
現

法
・
宗
教
的
解
釈
の
み
な
ら
ず
、
音
楽
史
・
音
楽
美
学
・
音
楽
教
育
論
・

演
奏
論
的
な
観
点
か
ら
の
考
察
」
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
論
文
「『
セ

ロ
弾
き
の
ゴ
ー
シ
ュ
』
に
お
け
る
音
楽
的
陶
冶
の
諸
相
」
の
中
で
詳
し
く

紹
介
し
て
い
る
。（

２
）

こ
れ
は
音
楽
自
体
が
作
品
の
重
要
な
構
成
要
素
に

な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
作
中
の
ゴ
ー
シ
ュ
の
セ
ロ
も
、
実
際
に
賢
治

が
愛
用
し
た
と
い
う
チ
ェ
ロ
や
、
当
時
賢
治
の
音
楽
仲
間
で
あ
っ
た
藤
原

が
所
蔵
し
た
と
い
う
「
孔
の
あ
い
た
セ
ロ
」
を
連
想
さ
せ
る
。
音
楽
関
連

で
は
、
佐
藤
泰
平
『
宮
沢
賢
治
の
音
楽
』（
筑
摩
書
房　

一
九
九
五・三
）、

梅
津
時
比
古
『〈
セ
ロ
弾
き
の
ゴ
ー
シ
ュ
〉
の
音
楽
論
』（
東
京
書
籍　

二
〇
〇
三・五
）
な
ど
単
行
本
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

原
作
「
セ
ロ
弾
き
の
ゴ
ー
シ
ュ
」
は
、「
最
終
形
を
と
る
か
ぎ
り
賢

治
童
話
作
品
成
立
史
の
お
そ
ら
く
最
後
に
位
置
す
る
」
と
言
わ
れ
て
い

る
。（

３
）

主
人
公
の
ゴ
ー
シ
ュ
の
家
が
田
舎
の
水
車
小
屋
で
あ
り
、
ゴ
ー

シ
ュ
が
自
宅
で
セ
ロ
を
弾
く
と
い
う
設
定
か
ら
、
賢
治
の
羅
須
地
人
協

会
で
の
実
生
活
や
そ
の
後
の
病
床
に
臥
し
た
影
響
を
読
み
と
っ
た
り
、

あ
る
い
は
ゴ
ー
シ
ュ
の
姿
を
賢
治
の
求
道
的
な
人
生
に
重
ね
て
読
ん
だ

り
す
る
研
究
者
も
多
い
。
一
例
を
挙
げ
る
と
、
分
銅
惇
作
―
「
デ
ク
ノ

ボ
ー
的
な
音
楽
家
が
、
動
物
た
ち
と
の
交
流
で
大
自
然
の
リ
ズ
ム
に
感
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応
し
て
、
芸
術
の
本
質
に
開
眼
す
る
作
品
に
は
、〈
慢
〉
を
自
戒
し
た

晩
年
の
作
者
の
宗
教
的
回
心
へ
の
願
い
が
、
彼
の
愛
し
た
セ
ロ
の
音
色

に
託
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。」（

４
）

重
松
泰
雄
―

「
ゴ
ー
シ
ュ
が
、
い
わ
ば
作
者
に
と
っ
て
、
羅
須
地
人
協
会
時
代
の
自

己
と
病
苦
に
あ
え
ぐ
晩
年
の
自
己
と
の
、
時
空
を
超
え
た
二
重
の
分
身

で
あ
る
こ
と
は
見
や
す
い
だ
ろ
う
。」
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
。（

５
）

さ
ら
に
、
作
中
の
出
来
事
に
注
目
し
た
論
文
を
紹
介
す
る
と
、
空
白

の
六
日
間
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
別
役
実
が
六
日
間
と
い
う
時
間
の
長

さ
が
、ゴ
ー
シ
ュ
の
音
楽
に
対
す
る
純
粋
さ
を
物
語
っ
て
い
る
と
述
べ
、

（
６
）

か
っ
こ
う
の
た
め
に
ゴ
ー
シ
ュ
が
蹴
破
っ
た
窓
ガ
ラ
ス
の
意
味
に

つ
い
て
は
、
大
塚
常
樹
が
ゴ
ー
シ
ュ
の
独
り
よ
が
り
の
姿
勢
そ
の
も
の

が
破
ら
れ
、
演
奏
が
外
部
に
開
か
れ
た
音
楽
へ
と
変
身
し
て
い
く
こ
と

を
暗
示
し
て
い
る

（
７
）、

柴
村
抄
織
が
衝
撃
を
伴
っ
た
自
己
の
変
化
を

ゴ
ー
シ
ュ
が
遂
げ
た
こ
と
を
表
象
し
て
い
る

（
８
）

と
捉
え
て
い
る
。
あ

る
い
は
「
孔
の
あ
い
た
」
セ
ロ
に
も
関
連
さ
せ
て
、
山
根
知
子
が
セ
ロ

の
音
響
空
間
と
水
車
小
屋
の
空
間
、い
ず
れ
も
閉
鎖
さ
れ
て
い
な
い（
孔

が
あ
い
て
い
る
）
こ
と
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。（

９
）

さ
ら
に
作

品
の
結
末
つ
い
て
は
、
佐
藤
泰
平
が
、「
創
作
メ
モ
」
の
校
異
を
調
べ

最
終
稿
で
は
「
第
七
夜　

セ
ロ
弾
き
喜
び
泣
く
」
が
削
除
さ
れ
て
い
る

た
め
、ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
で
は
な
い
と
結
論
づ
け
て
い
る
。結
末
の
ゴ
ー

シ
ュ
は
技
術
も
芸
術
観
も
す
で
に
楽
長
た
ち
を
超
越
し
て
お
り
、「
う

れ
し
さ
よ
り
も
一
抹
の
寂
し
さ
を
覚
え
た
」
の
で
は
な
い
か
、
結
末
で

も
ゴ
ー
シ
ュ
は
孤
独
だ
と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
る
。（
 10

）
ま
た
瀬
戸

郁
子
が
結
末
の
ゴ
ー
シ
ュ
の
か
っ
こ
う
に
対
す
る
台
詞
に
つ
い
て
、「
こ

の
願
い
に
も
似
た
語
り
か
け
は
、
不
思
議
な
寂
寥
感
を
伴
う
独
特
の
抒

情
性
を
与
え
る
」
と
言
及
し
て
い
る
。（
 11

）

以
上
の
よ
う
に
、
簡
単
に
先
行
研
究
を
紹
介
し
た
が
、
こ
う
し
た
多

様
な
先
行
研
究
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
こ
れ
ら
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
次
節
で
は
、
児
童
劇
の
脚
本
を
具
体
的
に
分
析
し
て
い
く
。

　
　

第
二
節　

児
童
劇
の
脚
本
（
一
）
脚
本
の
概
要

【
取
り
上
げ
る
八
つ
の
脚
本
】

取
り
上
げ
る
脚
本
は
以
下
の
八
作
品
で
あ
る
。
本
文
で
扱
う
脚
本
名

に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
略
称
で
表
す
こ
と
に
す
る
。
発
行
年
順
に

列
記
し
た
が
、
現
在
市
販
さ
れ
て
い
る
の
は
、
高
学
年
音
楽
劇
、
コ
ー

ル
劇
、
中
学
生
音
楽
劇
、
学
校
放
送
劇
の
四
作
品
で
あ
る
。

①　

吉
岡
た
す
く
脚
色
「
セ
ロ
ひ
き
の
ゴ
ー
シ
ュ
」　
（
斎
田
喬
監
修
日

本
児
童
劇
作
家
協
会
編
『
日
本
名
作
学
校
劇
集　

三
年
生
』
ポ
プ

ラ
社　

一
九
五
七
・
一
〇
）〔
略
称
：
小
学
三
年
生
劇
〕（
 12

）

②　

森
田
博
脚
色
／
岡
田
和
夫
音
楽
／
朝
倉
摂
舞
台
美
術
／
「
セ
ロ
弾

き
の
ゴ
ー
シ
ュ
」
人
形
劇　

上
演
時
間
約
二
五
分　
（
冨
田
博
之

編
『
東
書
児
童
劇
シ
リ
ー
ズ　

宮
沢
賢
治
童
話
劇
集
二　

セ
ロ
弾

き
の
ゴ
ー
シ
ュ
』
東
京
書
籍　

一
九
八
一
・
三
）〔
略
称
：
人
形
劇
〕

③　

 

森
田
等
脚
本
・
作
詞
／
高
尾
有
紀
作
曲
・
編
曲
／
森
田
等
・
金
子
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す
る
形
式
で
は
な
く
、
大
幅
に
手
が
加
え
ら
れ
脚
色
さ
れ
て
い
る
。
高

学
年
音
楽
劇
、
コ
ー
ル
劇
、
中
学
生
音
楽
劇
、
英
語
劇
は
、
ク
ラ
ス
単

位
の
よ
う
な
大
人
数
で
演
じ
る
こ
と
を
前
提
に
し
た
学
芸
会
用
の
台
本

で
あ
る
。
コ
ー
ル
劇
は
小
学
校
中
高
学
年
に
よ
る
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル

劇
と
い
う
特
殊
な
形
式
の
も
の
で
、
全
員
が
終
始
舞
台
に
上
が
り
、
一

人
ま
た
は
数
人
に
よ
る
演
技
の
場
面
、
合
唱
・
独
唱
に
よ
る
音
楽
的
な

表
現
の
場
面
、
全
員
で
の
コ
ー
ル
の
場
面
で
構
成
さ
れ
る
。
ナ
レ
ー

タ
ー
、
登
場
人
物
の
ほ
か
に
コ
ー
ル
隊
が
存
在
す
る
点
、
全
員
の
持
つ

色
カ
ー
ド
を
使
っ
て
効
果
的
に
表
現
す
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。（
 14

）

英
語
劇
は
東
京
都
中
学
校
英
語
学
芸
大
会
の
た
め
に
、
二
年
生
と
教
員

を
中
心
に
中
学
校
内
で
実
行
委
員
会
が
組
織
さ
れ
創
作
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
脚
本
は
英
語
と
日
本
語
が
併
記
さ
れ
て
い
る
。（
 15

）
人
形
劇
は
、

お
そ
ら
く
中
学
校
の
人
形
劇
ク
ラ
ブ
向
け
。（
 16

）
童
話
劇
は
、
内
容
が
必

ず
し
も
同
一
で
は
な
い
も
の
の
、
実
際
に
、
中
学
校
・
高
等
学
校
演
劇

部
の
地
区
大
会
の
発
表
演
目
、あ
る
い
は
プ
ロ
劇
団
「
劇
団
は
ぐ
る
ま
」

に
よ
る
、
子
ど
も
が
鑑
賞
す
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
劇
場
（
フ
ァ
ミ
リ
ー
劇

場
）
の
演
目
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。（
 17

）

な
お
、
人
形
劇
、
高
学
年
音
楽
劇
、
コ
ー
ル
劇
、
中
学
生
音
楽
劇
に

は
、
楽
譜
が
付
い
て
お
り
、
や
は
り
音
楽
が
こ
の
演
目
の
重
要
な
構
成

要
素
と
な
っ
て
い
る
。
と
く
に
高
学
年
音
楽
劇
に
は
、
唯
一
Ｃ
Ｄ
（
上

演
用
の
カ
ラ
オ
ケ
と
上
演
サ
ン
プ
ル
）
が
付
き
、
子
ど
も
用
の
台
本
、

教
師
用
の
演
出
の
手
引
き
、
ピ
ア
ノ
伴
奏
譜
と
セ
ッ
ト
で
販
売
さ
れ
て

い
る
の
で
、
こ
の
セ
ッ
ト
を
利
用
す
れ
ば
、
教
師
の
負
担
が
少
な
く
容

貢
構
成
・
演
出
「
セ
ロ
弾
き
の
ゴ
ー
シ
ュ
」
音
楽
劇　

上
演
時
間

約
二
〇
分　
（『
小
学
校
音
楽
劇
シ
リ
ー
ズ
六　

セ
ロ
弾
き
の

ゴ
ー
シ
ュ　

高
学
年
』
東
京
書
籍　

一
九
九
二
）　
〔
略
称
：
高
学

年
音
楽
劇
〕

④　

武
村
昌
於
脚
本
／
長
嶋
亨
音
楽
「
セ
ロ
弾
き
の
ゴ
ー
シ
ュ
」
シ
ュ

プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
劇　
（
玉
川
学
園
小
学
部
編
『
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー

ル
脚
本
集
』
玉
川
大
学
出
版
部　

一
九
九
六
・
九
）　
〔
略
称
：
コ
ー

ル
劇
〕

⑤　

い
ず
み
凜
脚
本
「
セ
ロ
弾
き
の
ゴ
ー
シ
ュ
」　
（
日
本
演
劇
教
育
連

盟
編『
脚
本
集
宮
沢
賢
治
童
話
劇
場
三　

セ
ロ
弾
き
の
ゴ
ー
シ
ュ
』

国
土
社　

一
九
九
六
・
一
〇
）　
〔
略
称
：
童
話
劇
〕

⑥　

和
田
崇
脚
本
「
音
楽
劇
セ
ロ
弾
き
の
ゴ
ー
シ
ュ
」
音
楽
劇　

上
演

時
間
約
四
〇
分　

中
学
一
年
生
用　
（
日
本
演
劇
教
育
連
盟
編『
中

学
生
の
ド
ラ
マ
五　

宮
沢
賢
治
の
世
界
』
晩
成
書
房　

二
〇
〇
四
・
三
）　
〔
略
称
：
中
学
生
音
楽
劇
〕

⑦　

平
野
直
脚
本
「
セ
ロ
弾
き
の
ゴ
ー
シ
ュ
」
学
校
放
送
劇　
（
平
野

直
編
『
宮
沢
賢
治
名
作
童
話　

学
校
放
送
劇
舞
台
劇
脚
本
集
』
東

洋
書
院　

二
〇
〇
八
・
一
一
）　
〔
略
称
：
学
校
放
送
劇
〕（ 13

）

⑧　

麹
町
中
学
校
第
二
学
年
英
語
劇
実
行
委
員
会
脚
色
「Gorsch the 

Cellist　

〜
セ
ロ
弾
き
の
ゴ
ー
シ
ュ
〜
」
英
語
劇　

上
演
時
間
約

四
〇
分　
（
日
本
演
劇
教
育
連
盟
編
『
中
学
校
た
の
し
い
劇
脚
本

集　

英
語
劇
付
Ⅲ
』国
土
社　

二
〇
一
一
・
三
）　
〔
略
称
：
英
語
劇
〕

入
手
し
た
児
童
劇
の
脚
本
は
、
い
ず
れ
も
原
作
を
ほ
ぼ
忠
実
に
朗
読
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易
に
本
格
的
な
劇
が
上
演
で
き
る
。

【
場
面
設
定
・
人
物
設
定
・
音
楽
】

童
話
を
演
劇
用
に
脚
色
す
る
際
に
は
、「
読
む
文
学
か
ら
、
観
せ
る

文
学
へ
の
転
換
」（
 18

）
が
必
要
と
な
る
。
た
だ
し
、
学
校
で
子
ど
も
が

上
演
す
る
場
合
に
は
、
時
間
と
空
間
の
制
約
を
受
け
る
。
原
作
を
朗
読

す
る
だ
け
で
も
、
長
岡
輝
子
朗
読
の
Ｃ
Ｄ
で
は
約
五
〇
分
を
要
す
る
の

で
、
学
芸
会
の
三
〇
分
程
度
の
枠
に
収
め
よ
う
と
す
る
と
、
時
間
短
縮

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
ま
た
学
校
の
講
堂
、
体
育
館
で
上
演
す
る
場
合

が
多
い
の
で
、
本
格
的
な
舞
台
装
置
も
望
め
な
い
。
こ
れ
ら
が
前
提
条

件
と
な
る
。

本
節
で
は
、
ま
ず
、
場
面
設
定
・
人
物
設
定
・
音
楽
な
ど
に
関
し
て

大
ま
か
に
説
明
し
、
次
節
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
脚
本
の
特
徴
を
述

べ
る
こ
と
に
す
る
。
な
お
脚
本
を
分
析
す
る
際
に
は
、
主
要
な
登
場
人

物
の
表
記
を
ネ
コ
・
カ
ッ
コ
ウ
・
タ
ヌ
キ
・
ネ
ズ
ミ
に
統
一
す
る
こ
と

を
断
っ
て
お
く
。

〈
場
面
設
定
〉

原
作
で
は
、
音
楽
会
前
の
練
習
か
ら
音
楽
会
終
了
ま
で
の
十
日
間
の

出
来
事
、
し
か
も
最
初
の
四
日
間
毎
晩
動
物
が
交
替
で
ゴ
ー
シ
ュ
を
来

訪
す
る
と
い
う
設
定
で
あ
る
。
し
か
し
、
小
学
三
年
生
劇
、
人
形
劇
、

学
校
放
送
劇
で
は
、
一
晩
の
う
ち
に
全
て
の
動
物
が
来
訪
し
、
翌
日
楽

長
か
ら
賞
賛
さ
れ
る
と
い
う
設
定
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
空
白
の
六
日

間
を
明
確
に
設
定
し
て
い
る
の
は
、
童
話
劇
と
英
語
劇
だ
け
で
あ
る
。

場
所
に
関
し
て
も
、原
作
通
り
に
す
る
と
、楽
屋
、ゴ
ー
シ
ュ
の
家
（
町

は
ず
れ
の
川
ば
た
に
あ
る
こ
わ
れ
た
水
車
小
屋
）、
音
楽
会
会
場
（
公

会
堂
ホ
ー
ル
）、
ゴ
ー
シ
ュ
の
家
の
四
場
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
小
学
三

年
生
劇
で
は
一
場
し
か
な
い
。
残
り
の
脚
本
を
見
て
も
、
ゴ
ー
シ
ュ
の

カ
ッ
コ
ウ
へ
の
独
白
で
幕
を
閉
じ
る
の
は
、
コ
ー
ル
劇
、
中
学
生
音
楽

劇
、
童
話
劇
、
英
語
劇
で
あ
る
が
、
童
話
劇
以
外
は
帰
宅
し
な
い
。
高

学
年
音
楽
劇
に
お
い
て
は
音
楽
会
の
成
功
だ
け
で
終
幕
す
る
。

そ
の
ほ
か
、
複
数
の
脚
本
の
中
で
省
略
さ
れ
て
い
る
場
面
と
し
て
、

ゴ
ー
シ
ュ
が
水
を
ご
く
ご
く
飲
む
場
面
、
ゴ
ー
シ
ュ
が
ネ
コ
の
舌
で

マ
ッ
チ
を
す
る
場
面
、
ゴ
ー
シ
ュ
が
窓
を
蹴
破
る
場
面
、
ネ
ズ
ミ
の
子

が
セ
ロ
の
孔
に
入
れ
ら
れ
る
場
面
、
ネ
ズ
ミ
が
パ
ン
を
も
ら
う
場
面
な

ど
、
い
く
つ
も
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も
人
形
劇
、
中
学
生
音
楽
劇
で

は
ゴ
ー
シ
ュ
の
家
に
は
窓
が
な
く
ド
ア
か
ら
出
入
り
し
て
い
る
。
ネ
ズ

ミ
の
子
が
セ
ロ
の
孔
に
入
れ
ら
れ
る
と
い
う
設
定
も
童
話
劇
以
外
に
は

見
ら
れ
な
い
。
ネ
ズ
ミ
の
子
は
、
そ
の
ま
ま
側
に
い
る
、
セ
ロ
の
上
に

載
せ
ら
れ
る
、
た
ら
い
の
中
に
入
れ
ら
れ
る
と
い
う
設
定
に
換
え
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
場
面
は
、
劇
の
進
行
上
そ
れ
ほ
ど
重
要
と
は
判
断

さ
れ
ず
、
時
間
の
制
約
や
空
間
の
制
約
か
ら
省
略
、
ま
た
は
変
更
さ
れ

た
と
思
わ
れ
る
。

〈
人
物
設
定
〉

ク
ラ
ス
単
位
の
よ
う
な
大
人
数
で
演
じ
る
高
学
年
音
楽
劇
、
コ
ー
ル

劇
、
中
学
生
音
楽
劇
、
英
語
劇
で
は
、
ゴ
ー
シ
ュ
と
楽
長
の
役
だ
け
は

一
人
で
あ
る
が
、
他
の
登
場
人
物
の
多
く
は
複
数
で
演
じ
ら
れ
る
よ
う

に
、台
詞
が
複
数
に
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
。
童
話
劇
と
英
語
劇
で
は
、
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「
語
り
」、
中
学
生
音
楽
劇
、
高
学
年
音
楽
劇
で
は
合
唱
隊
（
コ
ー
ラ
ス

隊
）、
コ
ー
ル
劇
で
は
、
全
員
が
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
と
い
う
形
式
で

劇
の
進
行
役
を
担
っ
て
い
る
。
特
筆
す
べ
き
は
、
童
話
劇
で
あ
る
。
こ

の
脚
本
で
は
重
要
な
登
場
人
物
と
し
て
、
音
符
を
擬
人
化
し
た
「
音
た

ち
」
が
独
自
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。

〈
音
楽
〉

作
中
に
は
ゴ
ー
シ
ュ
が
演
奏
す
る
曲
と
し
て
、「
第
六
交
響
曲
」（
音

楽
会
の
場
面
）「
印
度
の
虎
狩
」（
ネ
コ
・
ア
ン
コ
ー
ル
の
場
面
）、「
愉

快
な
馬
車
屋
」（
タ
ヌ
キ
の
場
面
）、「
何
と
か
ラ
プ
ソ
デ
ィ
」（
ネ
ズ
ミ

の
場
面
）
な
ど
、
数
曲
挙
が
っ
て
い
る
が
、
佐
藤
泰
平
の
調
査
に
よ
れ

ば
、
特
定
で
き
る
曲
は
一
つ
も
な
い
よ
う
で
あ
る
。「
第
六
交
響
曲
」

に
関
し
て
は
、
賢
治
が
最
も
愛
し
た
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
交
響
曲
第
六

番
「
田
園
」
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
原
文
の
描
写
と
一
致
し
な
い
箇
所

が
あ
る
た
め
断
定
で
き
な
い
と
い
う
。（
 19

）
原
作
の
曲
に
関
し
て
は
、

音
楽
愛
好
家
だ
っ
た
賢
治
が
、
あ
え
て
イ
メ
ー
ジ
の
み
を
提
供
し
、
特

定
さ
れ
る
の
を
避
け
た
よ
う
に
も
考
え
ら
れ
る
。
実
際
に
脚
本
を
見
る

と
、「
田
園
」
と
指
定
し
て
い
る
の
は
、
英
語
劇
と
人
形
劇
の
み
。
コ
ー

ル
劇
で
は
、
ス
キ
ャ
ッ
ト
に
編
曲
さ
れ
た
「
田
園
」
が
使
用
さ
れ
て
い

る
。ま

た
劇
中
で
「
印
度
の
虎
狩
」
と
い
う
曲
目
が
演
奏
さ
れ
る
の
は
、

コ
ー
ル
劇
、
英
語
劇
、
人
形
劇
、
学
校
放
送
劇
だ
け
で
あ
る
。
コ
ー
ル

劇
と
人
形
劇
に
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
の
楽
譜
ま
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
以
外
の
脚
本
で
は
全
く
別
名
の
曲
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。「
愉
快

な
馬
車
屋
」
は
、
童
話
劇
、
人
形
劇
、
英
語
劇
、
学
校
放
送
劇
に
お
い

て
、タ
ヌ
キ
の
台
詞
の
中
に
存
在
し
て
い
る
が
、「
何
と
か
ラ
プ
ソ
デ
ィ
」

と
い
う
曲
名
は
唯
一
英
語
劇
の
ト
書
き
に
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ

る
。
後
述
す
る
が
、
高
学
年
音
楽
劇
、
コ
ー
ル
劇
、
中
学
生
音
楽
劇
で

は
、
歌
詞
付
き
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
、
つ
ま
り
歌
が
ゴ
ー
シ
ュ
の
演
奏
曲

と
し
て
歌
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
脚
本
で
は
歌
（
合
唱
）
が
重
要
な

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
手
段
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　

第
三
節　

児
童
劇
の
脚
本
（
二
）
各
脚
本
の
特
徴

ま
ず
学
芸
会
用
の
脚
本
を
対
象
年
齢
が
低
い
順
に
、次
い
で
童
話
劇
、

そ
し
て
特
殊
な
形
式
の
人
形
劇
と
学
校
放
送
劇
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
特
徴
に
つ
い
て
台
詞
を
中
心
に
述
べ
る
。

【
小
学
三
年
生
劇
】　

吉
岡
た
す
く
脚
色
「
セ
ロ
ひ
き
の
ゴ
ー
シ
ュ
」

対
象
が
小
学
校
三
年
生
な
の
で
、
ゴ
ー
シ
ュ
が
ネ
コ
、
カ
ッ
コ
ウ
、

タ
ヌ
キ
と
交
流
す
る
場
面
を
中
心
に
、
子
ど
も
が
親
し
み
や
す
い
簡
単

な
内
容
に
書
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。
ネ
ズ
ミ
が
ゴ
ー
シ
ュ
と
交
流
す
る

場
面
は
な
い
が
、
そ
の
代
わ
り
に
、
ゴ
ー
シ
ュ
の
家
に
住
む
二
匹
の
ネ

ズ
ミ
が
全
編
を
通
し
て
登
場
し
、
ゴ
ー
シ
ュ
の
状
況
を
解
説
し
た
り
、

「
あ
れ
ぐ
ら
い
で
、
い
や
に
な
る
よ
う
で
は
ね
」、「
じ
つ
に
、
す
ば
ら

し
い
」
な
ど
感
想
を
漏
ら
し
た
り
す
る
。
物
語
は
、前
述
し
た
よ
う
に
、

一
晩
の
出
来
事
―
楽
長
が
ゴ
ー
シ
ュ
の
家
を
訪
れ
て
ゴ
ー
シ
ュ
を
叱

り
、再
度
訪
問
し
て
褒
め
る
ま
で
の
出
来
事
で
あ
り
、場
所
も
ゴ
ー
シ
ュ
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の
家
に
固
定
さ
れ
て
い
る
。
ネ
コ
と
カ
ッ
コ
ウ
の
場
面
の
台
詞
は
原
文

か
ら
か
な
り
拾
っ
て
い
る
も
の
の
、
理
解
し
や
す
く
す
る
た
め
に
、「
だ

め
だ
、
あ
あ
、
ぼ
く
は
だ
め
だ
」、「
ぼ
く
の
方
が
ま
ち
が
っ
て
る
の
か

な
」
な
ど
、
台
詞
が
付
加
さ
れ
、
ゴ
ー
シ
ュ
の
内
面
が
端
的
に
表
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、「
お
い
、か
っ
こ
う
く
ん
」、「
は
い
、そ
う
で
す
」、「
ふ

う
ん
、
そ
れ
で
」
な
ど
対
話
表
現
を
増
や
す
、
カ
ッ
コ
ウ
だ
け
で
な
く

ネ
コ
の
鳴
き
声
「
ニ
ャ
ー
ゴ
」
や
ゴ
ー
シ
ュ
の
笑
い
声
「
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
」

を
挿
入
す
る
な
ど
、
低
学
年
の
子
ど
も
を
惹
き
つ
け
る
創
意
が
随
所
に

見
ら
れ
る
。
結
末
に
は
、
カ
ッ
コ
ウ
に
対
す
る
謝
罪
に
加
え
て
ネ
コ
と

タ
ヌ
キ
に
対
す
る
感
謝
の
台
詞
ま
で
添
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
脚
本
は

ゴ
ー
シ
ュ
が
動
物
と
交
流
し
な
が
ら
セ
ロ
を
上
達
さ
せ
た
物
語
、
ま
さ

に
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
の
物
語
で
あ
る
。

【
高
学
年
音
楽
劇
】　

森
田
等
脚
本
「
セ
ロ
弾
き
の
ゴ
ー
シ
ュ
」

上
演
時
間
が
二
〇
分
と
い
う
制
約
か
ら
、
台
詞
が
か
な
り
削
ら
れ
て

い
る
反
面
、
明
確
に
す
る
た
め
の
台
詞
が
付
加
さ
れ
て
い
る
。
劇
中
の

コ
ー
ラ
ス
曲
の
種
類
は
全
部
で
七
曲
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
独
自
の
歌

詞
が
劇
の
進
行
上
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
前
半
部
分
で
は
、

台
詞
と
コ
ー
ラ
ス
「
真
夜
中
の
レ
ッ
ス
ン
」
の
歌
詞
の
中
で
「（
こ
ん

な
に
）
へ
た
く
そ
」、「
練
習
だ
」「
レ
ッ
ス
ン
」
と
い
う
言
葉
が
繰
り

返
し
使
わ
れ
、
ゴ
ー
シ
ュ
の
下
手
な
演
奏
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
動
物

と
交
流
後
の
各
場
面
に
お
い
て
も
、「
ぼ
く
の
音
の
ほ
う
が
、
ち
が
っ

て
い
た
ん
だ
」、「
ぼ
く
の
セ
ロ
、
が
ん
ば
っ
て
く
れ
よ
」、「
ぼ
く
の
セ

ロ
に
、
こ
ん
な
力
が
あ
っ
た
と
は
」、
音
楽
会
終
了
後
の
場
面
で
も
「
楽

長
、
音
楽
っ
て
、
す
ば
ら
し
い
で
す
ね
」
な
ど
、
行
間
を
ゴ
ー
シ
ュ
の

台
詞
で
補
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
心
情
や
状
況
が
よ
り
伝
わ
り
や
す
く

な
っ
て
い
る
。カ
ッ
コ
ウ
に
対
す
る
ゴ
ー
シ
ュ
の
独
白
の
場
面
は
な
く
、

楽
長
と
の
固
い
握
手
の
後
、「
セ
ロ
弾
き
の
ゴ
ー
シ
ュ
」
の
歌
―
「
心

に　

し
み
こ
む
よ
う
に　

ぼ
く
は　

セ
ロ
を
弾
く
」
の
歌
詞
で
幕
が
閉

じ
る
。

劇
中
最
初
と
最
後
に
歌
わ
れ
る
音
楽
会
の
曲「
交
響
曲『
銀
河
鉄
道
』」

の
歌
詞
に
は
、
他
の
楽
器
に
比
べ
て
「
セ
ロ
は　

が
ん
ば
り
や
」、
ゴ
ー

シ
ュ
へ
の
声
援
「
ゴ
ー
ゴ
ー
ゴ
ー
シ
ュ
」
が
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
脚

本
で
は
、
下
手
だ
っ
た
ゴ
ー
シ
ュ
が
、
み
ん
な
に
応
援
さ
れ
て
練
習
を

積
み
重
ね
、
心
に
し
み
こ
む
よ
う
な
演
奏
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と

い
う
成
長
物
語
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。

音
楽
は
、
テ
ン
ポ
の
速
い
明
る
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
が
多
い
が
、
最
後

を
飾
っ
た
曲
目
「
セ
ロ
弾
き
の
ゴ
ー
シ
ュ
」
の
一
部
分
が
「
セ
ロ
弾
き

の
テ
ー
マ
」
と
し
て
毎
晩
場
面
転
換
の
折
に
挿
入
さ
れ
て
お
り
、
苦
悩

す
る
ゴ
ー
シ
ュ
の
姿
が
も
の
悲
し
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
で
対
比
的
に
表
現
さ

れ
て
い
る
。
音
楽
会
の
演
奏
曲
「
交
響
曲
『
銀
河
鉄
道
』」、
劇
中
歌
の

一
つ
「
風
の
音
楽
を
」
な
ど
、
曲
名
が
原
作
者
賢
治
と
関
連
づ
け
ら
れ

て
い
る
。

ま
た
、
原
作
の
台
詞
が
、
た
と
え
ば
、「
焼
き
鳥
に
し
て
食
っ
て
し

ま
う
ぞ
」（
カ
ッ
コ
ウ
）「
セ
ッ
シ
ョ
ン
や
ろ
う
ぜ
」（
タ
ヌ
キ
）
な
ど
、

イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
語
句
や
現
代
的
な
語
句
に
書
き
換
え
ら
れ
た
り
、

タ
ヌ
キ
の
棒
で
た
た
く
動
作
が
、「
ポ
ン
ポ
コ
ポ
ポ
ン
ポ
ン
ポ
ン
ポ
ン
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ポ
ン
」
と
い
う
音
つ
き
で
腹
を
た
た
く
振
付
に
変
更
さ
れ
る
な
ど
、
子

ど
も
の
興
味
関
心
を
高
め
る
た
め
の
創
意
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。

【
コ
ー
ル
劇
】　

武
村
昌
於
脚
本
「
セ
ロ
弾
き
の
ゴ
ー
シ
ュ
」

前
述
し
た
よ
う
に
、
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
劇
で
は
、
全
員
が
終
始
舞

台
に
上
が
り
、コ
ー
ル
隊
全
員
で
同
じ
台
詞
を
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
し
、

全
員
が
持
つ
６
種
類
の
色
カ
ー
ド
（
黒
・
水
色
等
）
で
、
夜
・
窓
・
扉

な
ど
を
表
現
す
る
の
で
、
ま
さ
に
独
自
の
世
界
が
展
開
さ
れ
る
。
台
詞

の
多
く
の
部
分
は
、
ネ
ズ
ミ
の
場
面
を
除
い
て
、
原
文
の
会
話
が
そ
の

ま
ま
生
か
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
と
と
も
に
、
こ

の
脚
本
で
も
高
学
年
音
楽
劇
と
同
様
、
劇
中
歌
が
や
は
り
重
要
な
役
割

を
果
た
す
。
序
幕
で
は
、
コ
ー
ル
隊
が
登
場
人
物
と
同
じ
台
詞
を
再
度

シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ゴ
ー
シ
ュ
の
セ
ロ
だ
け
が

遅
れ
て
や
り
直
し
に
な
る
状
況
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
次
い
で
劇
中
歌

「
ど
う
し
た
ら
」
を
通
し
て
、
努
力
が
実
ら
ず
苦
悩
す
る
ゴ
ー
シ
ュ
の

嘆
き
が
表
現
さ
れ
る
。
一
方
、
後
半
部
分
で
は
原
作
が
大
き
く
改
変
さ

れ
て
い
る
。
三
番
目
に
登
場
す
る
タ
ヌ
キ
と
四
番
目
に
登
場
す
る
ネ
ズ

ミ
母
子
の
順
序
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ゴ
ー
シ
ュ
の
演
奏

す
る
曲
「
こ
ダ
ヌ
キ
ポ
ン
」
の
歌
詞
「
み
ん
な
お
い
で
よ　

遊
ぼ
う
よ
」

に
合
わ
せ
て
、
タ
ヌ
キ
だ
け
で
は
な
く
、
ネ
コ
、
カ
ッ
コ
ウ
、
ネ
ズ
ミ

ま
で
が
現
れ
て
一
緒
に
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
踊
り
、さ
ら
に「
私
の
心
は
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
」
を
歌
う
。
こ
の
曲
の
歌
詞
は
、「
み
ん
な
が
い
る
か
ら　

私
の
心
は
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」「
み
ん
な
の
願
い
を
ひ
と
つ
に
す
れ
ば　

い
つ
で
も
心
は
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」
で
あ
り
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
の
歌
「
歌
い

つ
づ
け
よ
う
」
に
繋
が
っ
て
い
る
。「
歌
い
つ
づ
け
よ
う
」
の
歌
詞
は
、

「
よ
ろ
こ
び
を　

み
ん
な
で
分
け
合
お
う
」「
悲
し
み
も　

み
ん
な
で
分

け
合
お
う
」「
さ
あ
み
ん
な　

い
つ
ま
で
も
い
っ
し
ょ
に　

歌
え
ば
楽

し
い
人
生
さ　

さ
あ
み
ん
な　

い
つ
ま
で
も
い
っ
し
ょ
に　

し
あ
わ
せ

を
歌
い
つ
づ
け
よ
う
」
で
あ
り
、
こ
の
脚
本
の
テ
ー
マ
、
音
楽
を
通
し

て
一
体
化
す
る
喜
び
が
歌
で
表
さ
れ
て
い
る
。
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
劇

で
は
、
と
く
に
「
心
を
一
つ
に
」
す
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
か
ら
で

あ
ろ
う
が
、
こ
の
よ
う
な
原
作
か
ら
離
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
ま
で
歌
詞
に

組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
鳴
き
声
と
し
て
カ
ッ
コ
ウ
笛
を
利
用
す
る
点
も

独
特
で
あ
る
。

【
中
学
生
音
楽
劇
】　

和
田
崇
脚
本
「
音
楽
劇
セ
ロ
弾
き
の
ゴ
ー
シ
ュ
」

こ
の
中
学
一
年
生
用
の
脚
本
に
お
い
て
も
、
十
曲
の
劇
中
歌
の
歌
詞

が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
前
半
部
分
で
は
、
台
詞
が
付
加
さ

れ
楽
長
の
非
難
を
増
長
さ
せ
る
と
と
も
に
、「
家
に
帰
る
ゴ
ー
シ
ュ
の

歌
」
を
通
し
て
、ゴ
ー
シ
ュ
の
寂
し
さ
や
悲
し
さ
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
場
面
転
換
の
際
に
繰
り
返
さ
れ
る
「
チ
ェ
ロ
の
練
習
の
歌
」
を

通
し
て
、
何
度
も
一
人
で
練
習
す
る
ゴ
ー
シ
ュ
の
姿
と
微
妙
に
変
化
し

て
い
く
内
面
が
表
さ
れ
て
い
る
。

最
終
場
面
は
原
作
と
は
異
な
り
、
音
楽
会
当
日
と
い
う
設
定
か
ら
楽

団
の
練
習
場
面
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
原
作
同
様
に
楽
長
か
ら
褒
め
ら

れ
る
も
の
の
、
ゴ
ー
シ
ュ
が
ア
ン
コ
ー
ル
で
観
客
を
魅
了
す
る
場
面
は

な
い
。
楽
長
の
讃
辞
の
後
、ゴ
ー
シ
ュ
の
独
唱「
一
番
大
切
な
物
」、カ
ッ

コ
ウ
へ
の
独
白
、
全
員
合
唱
「
僕
の
宝
物
」
で
幕
を
閉
じ
る
。
終
幕
近
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く
で
、
ゴ
ー
シ
ュ
は
「
た
だ
練
習
さ
え
す
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
た
。

で
も
違
う
ん
だ
」と
自
分
の
間
違
い
に
気
づ
く
。
ゴ
ー
シ
ュ
は
独
唱「
一

番
大
切
な
物
」
の
中
で
、
素
直
な
心
に
な
る
こ
と
、
優
し
い
気
持
ち
に

な
る
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
だ
が
、そ
れ
は
難
し
い
と
歌
い
、台
詞
「
ボ

ク
の
心
を
開
い
て
く
れ
た
の
は
、
あ
の
動
物
た
ち
な
ん
だ
」
に
続
く
。

フ
ィ
ナ
ー
レ
の
合
唱
曲
「
僕
の
宝
物
」
の
歌
詞
は
、
春
の
日
差
し
や
、

風
の
調
べ
を
五
感
で
感
じ
、
心
を
開
け
ば
、
ぼ
く
の
宝
物
は
見
つ
か
る

は
ず
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
ネ
ズ
ミ
の
子
を
治
す
場
面
で
も
、合
唱「
風

よ
は
こ
ん
で
下
さ
い
」
に
合
わ
せ
て
、
ネ
コ
、
タ
ヌ
キ
、
カ
ッ
コ
ウ
ま

で
も
が
登
場
し
、
心
配
そ
う
に
見
て
い
る
設
定
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
脚
本
で
は
、
と
く
に
心
を
開
い
て
感
じ
と
る
こ

と
の
大
切
さ
が
強
調
さ
れ
て
お
り
、
原
作
者
賢
治
の
自
然
交
歓
の
世
界

に
結
び
つ
け
て
表
現
し
よ
う
と
い
う
意
図
が
う
か
が
え
る
。そ
の
一
方
、

人
間
同
士
の
関
係
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
重
視
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ

る
。

【
英
語
劇
】　

麹
町
中
学
校
第
二
学
年
英
語
劇
実
行
委
員
会
脚
色

「Gorsch the Cellist　

〜
セ
ロ
弾
き
の
ゴ
ー
シ
ュ
〜
」

こ
の
脚
本
で
は
原
作
の
大
半
の
会
話
が
生
か
さ
れ
て
い
る
が
、
主
と

し
て
二
つ
の
場
面
に
変
更
が
見
ら
れ
る
。
一
つ
は
第
二
夜
カ
ッ
コ
ウ
の

訪
問
前
に
も
、
楽
団
員
の
通
り
す
が
り
の
会
話
が
付
加
さ
れ
て
い
る
点

で
あ
る
。楽
団
員
の
会
話
を
通
し
て
、序
幕
の
孤
立
し
て
い
る
ゴ
ー
シ
ュ

の
状
況
、
第
二
夜
の
ゴ
ー
シ
ュ
へ
の
不
満
、
終
幕
の
ゴ
ー
シ
ュ
に
対
す

る
賞
賛
が
表
さ
れ
て
お
り
、
ゴ
ー
シ
ュ
の
成
長
を
明
確
に
し
て
い
る
。

も
う
一
つ
は
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
と
し
て
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
交
響
曲
第

九
番「
喜
び
の
歌
」を
全
員
で
合
唱
す
る
点
で
あ
る
。「
舞
台
の
最
後
は
、

学
年
合
唱
で
飾
り
た
い
」
と
い
う
舞
台
参
加
者
の
希
望
に
沿
っ
て
変
更

さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。（
 20

）
ゴ
ー
シ
ュ
の
セ
ロ
が
上
達
し
て
楽
団
が
最

優
秀
賞
を
受
賞
し
、
最
後
に
そ
の
栄
誉
を
全
員
で
喜
ぶ
場
面
が
加
え
ら

れ
た
た
め
、
こ
の
脚
本
は
ま
さ
に
苦
悩
か
ら
歓
喜
へ
の
物
語
と
し
て
創

造
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
登
場
人
物
の
名
前
も
注
目
に
値
す
る
。
ネ
コ
以
外
の
動
物
に

つ
い
て
は
複
数
で
演
じ
る
よ
う
に
書
き
換
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ

れ
に
個
性
的
な
名
前
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
と
く
に
ネ
ズ
ミ
の
名
が
楽

器
セ
ロ
と
近
い
音
、
チ
ュ
ロ
、
チ
ョ
ロ
、
チ
ェ
ロ
で
あ
り
、
台
詞
の
中

で
名
前
が
効
果
的
に
使
わ
れ
面
白
さ
を
増
し
て
い
る
。

【
童
話
劇
】　

い
ず
み
凜
脚
本
「
セ
ロ
弾
き
の
ゴ
ー
シ
ュ
」

前
述
し
た
よ
う
に
、
音
を
視
覚
化
し
て
身
体
表
現
さ
せ
る
と
い
う
奇

抜
な
発
想
が
見
ら
れ
る
。「
音
た
ち
」
役
が
ゴ
ー
シ
ュ
の
演
奏
（
語
り
）

と
と
も
に
随
所
に
登
場
し
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
猫
を
引
っ
張
り
回
す
、

打
楽
器
を
打
ち
鳴
ら
す
、ネ
ズ
ミ
を
さ
す
る
な
ど
の
動
き
を
表
し
た
り
、

ハ
ミ
ン
グ
し
た
り
、台
詞
を
言
っ
た
り
す
る
。
こ
の
よ
う
に
「
音
た
ち
」

が
劇
中
で
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。　

ま
た
、
原
作
を
で
き
る
だ
け
尊
重
し
た
い
と
い
う
意
図
か
ら
か
、
前

半
部
分
に
あ
た
る
練
習
場
、
ネ
コ
や
カ
ッ
コ
ウ
と
の
交
流
場
面
で
は
、

原
文
の
ほ
と
ん
ど
が
台
詞
、
語
り
、
ト
書
き
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、「
語
り
」が
非
常
に
多
く
を
占
め
る
脚
本
と
な
っ
た
。
一
方
、
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後
半
部
分
に
あ
た
る
ゴ
ー
シ
ュ
と
対
立
し
な
い
タ
ヌ
キ
や
ネ
ズ
ミ
と
の

交
流
場
面
で
は
、
脚
色
さ
れ
た
部
分
が
多
い
。
作
中
に
、
タ
ヌ
キ
の
口

癖
「
こ
ん
な
こ
と
は
じ
つ
に
ま
れ
で
す
」
の
台
詞
や
、
手
の
ひ
ら
か
ら

飛
び
出
す
子
ネ
ズ
ミ
の
動
き
を
何
度
も
挿
入
し
て
面
白
さ
を
出
す
工
夫

を
凝
ら
し
て
い
る
。
最
終
場
面
で
は
、
絶
賛
す
る
楽
団
員
た
ち
に
、
語

り
役
が
「
ホ
ー
シ
ュ
」
と
い
う
人
物
と
な
っ
て
合
流
す
る
部
分
が
加
え

ら
れ
て
い
る
。
結
末
は
帰
宅
し
た
ゴ
ー
シ
ュ
が
カ
ッ
コ
ウ
へ
の
言
葉
を

述
べ
る
と
、
扉
を
た
た
く
音
が
す
る
。
来
訪
者
が
誰
な
の
か
不
明
の
ま

ま
で
幕
が
閉
じ
る
の
で
、
そ
の
後
は
観
客
の
想
像
力
に
委
ね
ら
れ
る
こ

と
に
な
る
。
こ
の
脚
本
で
は
、
ゴ
ー
シ
ュ
が
楽
団
の
一
員
と
な
り
セ
ロ

弾
き
を
天
職
と
す
る
ま
で
の
過
程
が
十
日
間
の
不
思
議
な
出
来
事
を
通

し
て
描
か
れ
て
い
る
。

脚
本
に
は
賢
治
に
関
す
る
脚
本
家
の
豊
富
な
知
識
が
生
か
さ
れ
、
劇

中
に
は
賢
治
の
代
表
作
、『
春
と
修
羅
』
第
一
集
第
二
集
か
ら
抜
粋
さ

れ
た
詩
な
ど
が
計
四
箇
所
挿
入
さ
れ
て
い
た
り
、
原
作
に
は
な
い
序
幕

の
楽
団
員
た
ち
の
台
詞
の
中
に
、
賢
治
が
所
蔵
し
た
本
の
書
名
や
愛
聴

し
た
レ
コ
ー
ド
の
指
揮
者
名
が
含
ま
れ
た
り
し
て
い
る
。
た
し
か
に
劇

中
の
賢
治
の
詩
は
独
特
の
雰
囲
気
を
醸
し
出
す
が
、
こ
れ
ら
の
詩
を
耳

で
聞
い
て
理
解
す
る
こ
と
は
、
か
な
り
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。

【
人
形
劇
】　

森
田
博
脚
色
「
セ
ロ
弾
き
の
ゴ
ー
シ
ュ
」

た
と
え
ば
原
文
の
台
詞
「
よ
し
、
さ
あ
弾
く
ぞ
」
が
「
よ
し
、
弾
い

て
や
ろ
う
」
と
い
う
よ
う
に
、
細
部
に
手
が
加
え
ら
れ
て
い
る
が
、
台

詞
は
原
作
の
大
半
の
会
話
を
参
考
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。
理
解
し
や
す

く
す
る
た
め
に
、
原
文
の
内
面
描
写
「
面
白
い
ぞ
と
思
い
ま
し
た
」
が

「
ほ
ほ
う
、
な
か
な
か
や
る
ね
」
と
い
う
台
詞
に
置
き
換
え
ら
れ
た
り
、

「
火
事
だ
、
舌
が
も
え
る
」（
ネ
コ
）、「
こ
ん
ど
は
よ
か
っ
た
ね
」（
タ

ヌ
キ
）「
う
ん
、
う
ま
く
い
っ
た
」（
ゴ
ー
シ
ュ
）
な
ど
、
台
詞
が
付
加

さ
れ
補
強
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
ゴ
ー
シ
ュ
さ
ん
」
や
「
こ
ん
ば
ん

は
、
こ
ん
ば
ん
は
」
な
ど
呼
び
か
け
を
入
れ
、
対
話
表
現
も
増
や
し
て

い
る
。

大
き
な
変
更
点
は
、
人
形
劇
に
ふ
さ
わ
し
い
幻
想
的
な
場
面
で
終
わ

る
結
末
で
あ
る
。「
イ
ン
ド
の
虎
狩
り
」
の
演
奏
に
対
す
る
楽
長
の
讃

辞
の
後
、
一
転
し
て
夜
明
け
の
よ
う
に
周
囲
が
明
る
く
な
り
、
そ
こ
へ

演
奏
中
に
す
で
に
登
場
し
て
い
た
動
物
た
ち
が
花
を
持
っ
て
現
れ
ゴ
ー

シ
ュ
を
祝
福
す
る
の
で
あ
る
。
ゴ
ー
シ
ュ
が
動
物
た
ち
と
交
流
し
、
努

力
の
末
に
自
ら
を
高
め
る
こ
と
に
成
功
し
た
物
語
を
、
こ
の
よ
う
に
人

形
を
使
っ
た
独
特
の
世
界
で
表
現
し
て
い
る
。

人
形
劇
の
た
め
な
の
か
、全
編
に
わ
た
っ
て
（
腕
時
計
を
み
て
）（
足

を
ふ
み
な
ら
す
）
等
、
動
作
に
関
す
る
細
か
い
指
示
が
ト
書
き
に
記
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
人
形
劇
独
自
の
表
現
―
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
や
指
揮
棒

な
ど
が
擬
人
化
さ
れ
て
動
く
場
面
、
フ
ラ
イ
パ
ン
が
ネ
コ
の
静
電
気
に

よ
っ
て
吸
い
付
く
場
面
が
あ
り
、
魅
力
を
増
し
て
い
る
。
音
楽
に
つ
い

て
は
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
「
田
園
」
が
重
視
さ
れ
、
劇
中
で
は
場
面

に
応
じ
て
選
曲
さ
れ
た
楽
章
の
一
部
が
何
度
も
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
オ

リ
ジ
ナ
ル
曲
「
イ
ン
ド
の
虎
狩
り
」
に
も
歌
詞
が
な
く
、
劇
中
歌
が
一

つ
も
な
い
点
も
特
徴
的
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
原
文
の
会
話
が
あ
ま
り
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省
略
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
上
演
時
間
は
二
五
分
と
長
く
は
な
い
の
で

あ
る
。

【
学
校
放
送
劇
】　

平
野
直
脚
本
「
セ
ロ
弾
き
の
ゴ
ー
シ
ュ
」

こ
の
脚
本
は
、
学
校
放
送
劇
用
に
脚
色
と
い
う
よ
り
潤
色
し
た
も
の

で
あ
る
。
主
要
な
登
場
人
物
や
大
ま
か
な
筋
に
変
更
は
な
い
。
し
か
し

冒
頭
か
ら
結
末
ま
で
、
子
ネ
ズ
ミ
を
除
外
し
た
四
匹
の
動
物
が
ゴ
ー

シ
ュ
と
と
も
に
登
場
す
る
点
で
、
設
定
が
原
作
と
は
大
き
く
異
な
っ
て

い
る
。
あ
ら
す
じ
を
簡
単
に
述
べ
る
と
、最
初
の
楽
団
の
練
習
場
面
は
、

ネ
コ
が
回
想
し
て
他
の
動
物
に
報
告
し
、
そ
の
後
ネ
コ
を
最
初
に
「
こ

ん
ど
は
私
」
と
順
番
に
動
物
が
ゴ
ー
シ
ュ
に
演
奏
を
依
頼
す
る
、
そ
の

結
果
、ゴ
ー
シ
ュ
は
コ
ツ
を
つ
か
み
動
物
と
と
も
に
徹
夜
で
練
習
す
る
。

結
末
は
翌
日
の
音
楽
会
の
演
奏
で
喝
采
を
浴
び
た
ゴ
ー
シ
ュ
が
、
満
場

の
観
客
に
向
か
っ
て
、
こ
れ
は
動
物
四
匹
の
声
援
の
賜
物
で
あ
る
と
述

べ
た
後
、四
匹
に
対
し
て
「
い
じ
め
す
ぎ
た
。
ご
め
ん
よ
」
と
告
白
し
、

「
で
は
、
僕
た
ち
の
う
た
を
み
ん
な
で
、
声
を
合
わ
し
て
う
た
っ
て
下

さ
い
」
と
呼
び
か
け
て
終
わ
る
。
放
送
劇
で
は
動
作
を
表
現
で
き
な
い

た
め
、
登
場
人
物
の
入
退
場
を
極
力
控
え
、
対
話
表
現
を
中
心
に
物
語

が
進
行
す
る
よ
う
に
書
き
換
え
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
　

お
わ
り
に

冨
田
博
之
に
よ
れ
ば
、
賢
治
の
作
品
は
劇
的
要
素
に
富
ん
で
お
り
、

そ
の
ま
ま
演
劇
に
な
る
の
で
、
新
美
南
吉
な
ど
の
作
品
に
比
べ
て
、
圧

倒
的
に
脚
本
の
数
が
多
く
、
学
校
で
上
演
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。（
 21

）

そ
の
中
で
も
、「
セ
ロ
弾
き
の
ゴ
ー
シ
ュ
」
は
、
宮
沢
賢
治
の
他
の
作

品
と
比
べ
て
劇
化
し
や
す
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
場
所
が
ゴ
ー
シ
ュ
の

家
や
音
楽
会
の
会
場
等
で
あ
る
の
で
舞
台
美
術
が
造
形
し
や
す
い
。
し

か
も
作
中
の
ゴ
ー
シ
ュ
の
内
面
描
写
も
限
ら
れ
、
物
語
が
ゴ
ー
シ
ュ
と

動
物
と
の
会
話
を
中
心
に
進
行
し
て
い
く
の
で
、
原
文
の
台
詞
の
多
く

を
そ
の
ま
ま
生
か
せ
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
プ
ロ
の
劇
団
「
オ
ペ
ラ
シ
ア
タ
ー
こ
ん
に
ゃ
く
座
」
の
オ

ペ
ラ
「
セ
ロ
弾
き
の
ゴ
ー
シ
ュ
」（
一
九
八
六
年
初
演
）
の
よ
う
に
、

原
文
を
ほ
ぼ
完
全
に
生
か
し
た
舞
台
表
現
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
児
童

劇
の
脚
本
を
分
析
し
て
み
る
と
、
前
述
し
て
き
た
よ
う
に
、
小
学
三
年

生
か
ら
中
高
生
ま
で
、子
ど
も
の
発
達
段
階
に
応
じ
て
書
き
換
え
ら
れ
、

か
な
り
多
く
の
点
で
原
作
と
異
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
と
く
に
年
齢

が
低
い
ほ
ど
内
容
は
簡
略
化
さ
れ
、
台
詞
を
付
加
し
て
ゴ
ー
シ
ュ
の
心

情
や
状
況
を
明
確
に
表
す
よ
う
に
す
る
、
難
解
と
思
わ
れ
る
語
句
を
イ

メ
ー
ジ
し
や
す
い
語
句
に
置
き
換
え
る
な
ど
、
よ
り
理
解
し
や
す
く
す

る
た
め
の
加
筆
が
随
所
に
施
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
狸
の
子
が
棒
で
た
た

く
動
作
を
変
更
し
て
「
ポ
ン
ポ
ン
」
と
擬
音
を
つ
け
た
腹
つ
づ
み
に
す

る
、
ゴ
ー
シ
ュ
が
動
物
を
追
い
回
す
、
動
物
が
み
ん
な
で
踊
る
等
動
き

を
伴
っ
た
面
白
い
表
現
を
増
や
す
な
ど
、
子
ど
も
の
興
味
や
関
心
を
高

め
る
た
め
の
工
夫
も
見
ら
れ
る
。
な
か
で
も
、
登
場
人
物
「
音
た
ち
」

を
新
し
く
設
定
し
、
ゴ
ー
シ
ュ
の
演
奏
を
表
現
し
た
、
い
ず
み
凜
に
よ

る
脚
本
は
独
創
的
で
あ
る
。「
音
」
を
視
覚
化
し
、
そ
の
動
き
を
観
客
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に
見
せ
る
と
い
う
舞
台
表
現
は
、
面
白
さ
を
引
き
立
て
る
と
と
も
に
、

表
現
者
で
あ
る
子
ど
も
自
身
に
も
自
由
に
表
現
で
き
る
楽
し
み
を
与
え

て
い
る
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
の
脚
本
も
音
楽
が
重
要
な
構
成
要
素
と
な
っ
て
い
る
が
、
と

く
に
劇
中
歌
が
含
ま
れ
て
い
る
脚
本
で
は
、
劇
中
歌
が
進
行
上
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
た
。そ
し
て
、そ
の
劇
中
歌
に
脚
本
家
独
自
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
例
が
多
く
見
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
劇
中

に
賢
治
の
代
表
作
を
挿
入
す
る
、「
風
」
を
中
心
に
賢
治
の
自
然
観
を

反
映
さ
せ
る
な
ど
、
賢
治
に
関
す
る
知
識
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
も
の

も
あ
っ
た
。

そ
の
一
方
で
、
研
究
論
文
の
見
解
と
の
相
違
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
た
と
え
ば
「
カ
ッ
コ
ウ
の
窓
」
の
意
味
を
問
う
よ

う
な
研
究
論
文
は
多
い
が
、
児
童
劇
の
多
く
の
脚
本
で
は
、
時
間
の
制

約
、
空
間
の
制
約
が
優
先
さ
れ
、「
カ
ッ
コ
ウ
の
窓
」
を
は
じ
め
、
多

く
の
場
面
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
ど
の
脚
本
も
、
動
物
と
の

交
流
を
通
し
て
ゴ
ー
シ
ュ
が
成
長
す
る
物
語
、
あ
る
い
は
成
功
を
収
め

た
物
語
と
し
て
創
作
さ
れ
、
結
末
は
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
で
終
わ
っ
て
い

る
。「
一
抹
の
寂
し
さ
」
は
ど
こ
に
も
感
じ
ら
れ
な
い
。
劇
中
に
カ
ッ

コ
ウ
へ
の
独
白
が
あ
る
場
合
で
も
、
カ
ッ
コ
ウ
へ
の
悔
恨
の
情
は
そ
れ

ほ
ど
強
く
表
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、
児
童
劇
の
脚
本

に
お
い
て
も
、
大
人
の
文
学
と
は
異
な
る
児
童
文
学
の
向
日
性
が
反
映

さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
賢
治
童
話
「
セ
ロ
弾
き
の
ゴ
ー
シ
ュ
」
に

お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
に
大
人
の
読
み
と
の
違
い
が
見
ら
れ
る
と
い
え

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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